
 

 

■参加企業による成果発表の内容 

 

【宇田被服株式会社】 

 

＜成果発表の様子(写真)＞ 

 

 

 

 

 

 

AI ビジネスキャンプで取組んだテーマ 

生成 AI 活用による生産工程の改善手法検討 

発表内容 

＜実施内容＞ 

・熟練者の経験に頼っていた人材配置の見直しを目的に、生成AIを活用した生産工程の

改善手法を検討した 

・改善手法の検討にあたっては、以下の流れで取り組んだ 

1.ボトルネック工程の発見 

2.工程図表のデジタル化 

3.作業時間の適正化（ワークサンプリングから標準時間の設定） 

＜成果＞ 

1.ボトルネック工程の発見 

・ボトルネック工程の特定により、スケジュール最適化の可能性を確認した 

2.工程図表のデジタル化 

・工程図表のデジタル化により、デジタル管理が可能になった 

3.作業時間の適正化（ワークサンプリングから標準時間の設定） 

・動画解析を活用した標準時間設定の基盤を構築した 

＜今後の目標＞ 

・以下の取組によって、生産現場のデジタル推進および経験判断と紙管理からの脱却を

目指す 

①工程管理のデジタル化 

②AIを活用した生産スケジュールの最適化 

③巻き縫いミシン作業者の負担軽減と効率化 

④作業者レベルに応じた工程分担で業務量の均一化 



【株式会社くるま生活】 

 

＜成果発表の様子(写真)＞ 

 

 

 

 

 

 

AI ビジネスキャンプで取組んだテーマ 

SNS 投稿等における生成 AI 導入の可能性検討 

発表内容 

＜実施内容＞ 

・生成 AIを活用して継続的な SNS の投稿による情報発信力の向上を目指し、生成 AI を

活用した SNS の投稿文章の作成に取り組んだ 

＜成果＞ 

1.SNS の投稿にかかる時間を短縮 

生成 AI を活用するまでは、作成から投稿まで平均 30 分以上掛けていたが、平均 5分 

以下に短縮（1投稿あたり） 

2.投稿内容のクオリティの向上 

従前の投稿内容同等以上のクオリティで投稿が可能となった（社内・社外の反応が良 

い） 

3.投稿頻度の向上（継続的な投稿を実施） 

従前、投稿頻度にバラツキがあったが、生成 AIを活用することで、SNS の投稿にかか 

る時間を短縮できたことから、投稿頻度が向上した 

4.フォロワー数が増加 

閲覧数やフォロワー数が増加した 

＜今後の目標＞ 

1.SNS の運用ゴールを設定する 

・SNS 上で商品を販売し、売上を伸ばす 

・イベント広告や告知に活用する 等 

2.他業務に生成 AIを活用する（他業務への横展開） 

・生成 AIを活用して、納品書や請求書の内容照合を行う 

・生成 AIを活用して、写真や動画を編集する 

・社内で、AIチャットボットを導入する 



【株式会社ディスカバーリンクせとうち】 

 

＜成果発表の様子(写真)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

AI ビジネスキャンプで取組んだテーマ 

効率的かつ均一的な移住支援に向けた生成 AI の活用検討 

発表内容 

＜実施内容＞ 

・移住支援業務の効率化と均一化を目的に、生成 AI を活用した業務改善に取り組んだ 

・業務改善については、以下の流れで実施した 

1.Notion をメインポータルとして使用 

notion AI をメインポータルとして使用し、費用負担なく、最新の情報が集まるポー

タルサイトを構築した 

2.ウェブサイト更新通知サービスの活用 

ウェブサイトの更新について知らせる Google アラートを活用した 

支援項目を整理し、更新を通知するサイト(空き家や中古住宅などの住宅関連等)を選

定した。更新については、メールにて通知が来るように設定した 

3.Notion AI を活用した支援情報の自動検索 

AI ビジネスキャンプの最終ゴールとして、ポータルサイト内の情報を検索できる仕組

みの構築を目指していたが、 Notion AI の性質上、叶わなかった 

＜成果＞ 

・相談者に均一的な情報を提供するための基盤を築いた 

・最新の情報が集まるポータルサイトの構築ができた 

＜今後の目標＞ 

・移住者に対する支援の幅を広げられるよう、ポータルサイトを充実させる 

・社内マニュアルを作成し、社員全員がポータルサイトを活用できるようにする 


